
ミッドナイト競輪とは
・概ね21時～23時ころまでに、ナ

イター照明を使って、無観客で

開催される競輪です。

・ご自宅のインターネット環境な

どを活用して楽しめる新しいス

タイルの競輪で、一般来場者の

入場は行いません。

・競輪場では車券販売は行いませ

ん（一部の専用場外車券売場で

は可）。

・車券購入には、インターネット

経由で会員登録（無料）が必要。

　「競輪」は、日本で発祥。競輪事業の売上

額・入場者数が減少傾向にある中、多くの競

輪場でミッドナイト競輪の開催に取り組んで

いる。

　宇都宮市でも、27年度から青森競輪場など

を借り上げ、ミッドナイト競輪を開催。28年

度は、平均で１日約１億３千万円、１開催６

日で８億２千万円を売り上げ、Ｆ㈼競輪をミ

ッドナイト競輪に振り替えたことで、約９千

万円の収益改善となった。

　市は、28年度に事業推進計画を策定。競輪

事業の長期安定経営に取り組んでいる。

　
世
界
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
深

刻
な
地
球
環
境
問
題
が
進
展
し
、
国
内
で
は
、

少
子
・
超
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

私
た
ち
は
、
か
つ
て
な
い
変
革
の
時
代
を
生

き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
宇
都
宮
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
人
口
構
造
の
変
化
に
適
応
し
、
新
し

い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
形
成
に
向

け
、
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
わ
が
自
由
民
主
党
議
員
会
は
最
大

会
派
と
し
て
市
議
会
を
リ
ー
ド
し
、

市
民
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
「
成
長
と
分
配
・
持
続
可
能
な
好
循

環
都
市
・
う
つ
の
み
や
」
の
実
現
に
向
け
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
身
近
で
開
か
れ
た
市

議
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
こ
の
「
夢
・
う
つ

の
み
や
」
が
私
た
ち
17
名
と
皆
様
を
結
ぶ
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰

も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
「
未
来
都
市
　
宇
都
宮
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
来
年
度
予
算
に
関
す
る
予
算
化
要
望
で
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ

ス
、
地
域
内
交
通
な
ど
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
交
通
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
導
入
等
を
市
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・LRTとルートが重なるバスをLRTと周辺地域を結

ぶバスの新設などに活用し、公共交通ネットワ

ーク全体を充実。

・複数のバス事業者が重複して運行している区間

は、運行事業者の一本化を検討。

・運行距離が長いバス路線をLRTに接続し、定時性・

速達性を高めることを検討。

・JR宇都宮駅西口を発着する路線の一部を駅東口発

着に変更し、駅への速達性を高めることを検討。

・既存のバス路線を効率的な運行ルートに見直すこ

とや主要なバス停のみ停車する「急行便」の導入

を検討。

⇒公共交通が便利に利用できるエリアが増加

⇒バスの運行本数が増加

⇒郊外部などからJR宇都宮駅への所要時間が短縮

・トランジットセンターなどを整備し、バスとLRT、

デマンドタクシー等との乗り継ぎを便利に。

・LRT、バス、デマンドタクシーを乗り継いだ際

の運賃負担軽減を検討。

・共通で使える交通ICカードの導入を検討。



　
―
空
家
・
空
地
対
策
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
の
中
心
市
街

地
で
も
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
等

の
立
地
で
駐
車
場
化
す
る
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
て
き
て
お
り
、
街
並
の

分
断
や
商
業
地
と
し
て
の
活
力
を

失
わ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
と
所
有
者
を
含
む
民
間
が
知

恵
を
出
し
合
い
、
有
効
な
方
策
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
歩
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
土
地
所
有
者

や
民
間
事
業
者
な
ど
と
の
意
見
交

換
を
行
う
と
伺
っ
た
が
、
現
在
の

取
組
状
況
は
。

佐
藤
市
長
　
具
体
的
な
利
活
用
方

策
の
検
討
を
行
う
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
土
地
利

用
促
進
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
平
成
30
年

度
予
算
化
要
望
に
対
す
る
考
え
方

ほ
か
）
②
公
有
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
③
個
人
住
民
税
の
税
収

確
保
の
た
め
の
適
正
課
税
に
向
け

た
取
り
組
み
④
市
民
の
健
康
づ
く

り
⑤
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
（
県
か
ら
の
支

援
ほ
か
）
⑥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

た
拠
点
形
成
の
取
り
組
み
⑦
第
２

次
宇
都
宮
市
学
校
教
育
推
進
計
画

⑧
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策
定
と

日
本
遺
産
申
請

　
―
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て
、
学
校
や
個
人
の
家
に
歴
史
を

物
語
る
写
真
や
書
類
、
記
念
誌
、

衣
類
、
雑
貨
な
ど
の
生
活
用
品
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
資

料
等
の
収
集
・
保
存
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
郷
土
の
歴
史
を
紐

解
き
郷
土
の
偉
人
、
パ
イ
オ
ニ
ア

の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、
自
ら

の
ル
ー
ツ
と
向
き
合
い
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
に
つ
な
が

る
。
市
民
が
郷
土
の
歴
史
や
偉
人

を
学
ぶ
た
め
に
は
、
拠
点
と
な
る

施
設
整
備
が
重
要
。
現
在
の
状
況

と
今
後
の
取
組
は
。

水
沼
教
育
次
長
　
郷
土
の
歴
史
や

偉
人
の
功
績
を
紹
介
し
、
市
民
や

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
は
、

郷
土
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
醸

成
す
る
上
で
た
い
へ
ん
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
策
定

を
進
め
て
い
る
「
歴
史
文
化
基
本

構
想
」
の
中
で
位
置
づ
け
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
拠
点
と

な
る
施
設
の
在
り
方
や
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
自
転
車
の

ま
ち
と
し
て
競
輪
場
の
有
効
活
用
、

大
谷
の
観
光
振
興
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
対
応
す
る
国
際
担
当
窓
口

の
設
置
）
②
児
童
虐
待
へ
の
対
応

③
改
訂
宇
都
宮
市
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
�
学
校
給
食

　
―
雀
宮
の
東
地
域
か
ら
瑞
穂
野
、

石
井
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
の
計

画
が
な
い
。
こ
の
地
域
を
横
断
す

る
バ
ス
路
線
が
あ
り
、
そ
こ
へ
地

域
内
交
通
を
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら
イ
ン

タ
ー
パ
ー
ク
、
瑞
穂
野
団
地
、
問

屋
町
な
ど
を
経
由
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
電

停
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
に

つ
な
ぐ
バ
ス
路
線
が
必
要
。
ま
た
、

県
の
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
に
最
も
近

い
Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
か
ら
の
バ
ス
路
線

が
無
い
。
バ
ス
路
線
の
再
編
拡
充

を
行
い
、
ア
ク
セ
ス
向
上
を
。

本
橋
総
合
政
策
部
長
　
地
域
内
交

通
の
雀
宮
地
区
全
域
へ
の
拡
大
を

想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
と
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

を
結
ぶ
「
今
宮
線
」
の
Ｊ
Ｒ
雀
宮

駅
へ
の
路
線
延
伸
に
向
け
、
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
市
政
の
根

本
や
そ
の
目
的
に
対
す
る
意
気
込

み
、
公
共
交
通
と
福
祉
や
環
境
と

の
関
係
に
対
す
る
考
え
方
ほ
か
）

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
③
福
祉
政
策
と
地
域
連
携

④
先
進
的
環
境
政
策
（
ご
み
の
発

生
抑
制
、
環
境
教
育
の
重
要
性
）

⑤
競
輪
場
を
含
め
た
八
幡
山
の
活

用
⑥
学
校
で
の
体
力
向
上
策
⑦
地

域
文
化
財
の
保
護
⑧
広
域
火
災
へ

の
備
え

　
―
「
う
つ
の
み
や
花
火
大
会
」

は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
諸

団
体
の
協
力
等
に
支
え
ら
れ
、「
宇

都
宮
が
誇
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
、
風

物
詩
」
と
し
て
、
全
国
的
な
花
火
大

会
に
成
長
し
た
。
全
国
的
に
は
資

金
面
等
で
「
中
止
」
や
「
廃
止
」
が
後

を
絶
た
な
い
中
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
と
し
て

更
な
る
支
援
の
あ
り
方
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
。

佐
藤
市
長
　
「
う
つ
の
み
や
花
火

大
会
」
は
、
夏
の
夜
空
の
魅
力
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
貴
重
な
観

光
資
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

会
場
と
な
る
河
川
敷
の
環
境
整
備

や
会
場
設
営
な
ど
へ
の
助
成
を
実

施
し
て
き
た
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う

つ
の
み
や
百
年
花
火
」
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
交
通
未
来

都
市
う
つ
の
み
や
、
（
仮
称
）
第
４

次
宇
都
宮
市
情
報
化
計
画
、
市
内

に
お
け
る
事
業
者
の
持
続
的
な
発

展
）
②
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
（
地
域
療
養
支
援
体
制
、

低
所
得
高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保

と
生
活
支
援
）
③
障
が
い
者
支
援

（
障
が
い
者
支
援
施
設
等
の
虐
待

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
）
④
地

域
教
育
⑤
田
川
・
姿
川
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂

　
―
「
（
仮
称
）
新
北
清
掃
セ
ン
タ

ー
」
と
「
（
仮
称
）
第
２
エ
コ
パ
ー

ク
」
が
着
工
を
迎
え
た
。
本
市
と

「
環
境
保
全
協
定
」
を
締
結
さ
れ

た
地
元
自
治
会
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
者
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

一
日
も
早
く
無
事
に
完
成
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
安
全
で
安
心

な
施
設
と
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

周
辺
地
域
に
対
し
て
良
好
な
生
活

環
境
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
市
の
取
り
組
み
は
。

佐
藤
市
長
　
関
係
自
治
会
と
の
「
環

境
保
全
協
定
」
に
基
づ
き
、
安
全

で
安
心
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
く
。
ま
た
、
周
辺
地
域
の

生
活
環
境
の
維
持
・
向
上
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
生
活
道
路
や

集
会
所
の
整
備
等
の
地
域
振
興
事

業
に
つ
い
て
着
実
に
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
公
共
交
通
の
充
実
（
公
共
交
通

の
広
域
連
携
、
宮
原
球
場
周
辺
の

新
駅
設
置
）
②
地
域
農
業
の
担
い

手
の
確
保
と
育
成
（
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
魅
力

的
な
観
光
振
興
の
組
織
体
制
ほ
か
）

③
教
育
行
政
（
道
徳
の
教
科
化
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
）
④
蒲
生

君
平
の
生
誕
２
５
０
年
⑤
北
西
部

地
域
の
活
性
化

　市民の方から本紙をはじめとする当会の活

動等に関する数多くのご意見・ご要望等が寄

せられています。下記にその一部をご紹介し

ます。

・ユニオン通りの電柱地中化工事が５年以上

もかかっている。早期完成をお願いします。

� 60代・男性

・中戸祭に住んでいます。足が上がらずバス

に乗ることができないので、車で移動して

います。乗り降りしやすい小型バスを導入

してほしい。本数も増やしていただきたい。

また、福田屋竹林店まで買い物に行きます

が、競輪場通りが混んで困っています。

� 80代・男性

・近県から宇都宮市に移り住んできました。

中学２年生と小学５年生の子どもがいます。

宇都宮市の学校では「お弁当の日」という

のがあることを聞いて、最初はとまどいま

したが、準備などでちょっと大変ですが、

子ども共々楽しみにしています。

� 30代・女性

・中学生の長女が「小学校もおいしかったけ

ど、中学校の給食もおいしい」と言ってい

ました。料理にも興味がでてきたようです。

� 40代・女性

　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄せ

ください。



　昨年11月５日から11日にかけ、
スイス、フランス、ドイツを訪
問し、公共交通や環境対策、都
市景観などに優れた先進５都市
を視察しました。
　宇都宮市では、ＬＲＴの整備
や公共交通の充実、自転車のまちづくり、環境対策、未来を見据
えた都市基盤整備など、積極的に取り組んでいるところです。
　自由民主党議員会でも、「未来に開かれた持続可能な宇都宮市」
を目指し、市民の皆様とともに頑張ってまいります。　

　宇都宮市議会は11月30日から12月21日までの22日間の会期で
平成29年第４回定例会を開き、平成29年度宇都宮市一般会計補
正予算案など、市執行部から提出された18議案、議員提出議案
２議案を原案通り可決しました。
【市執行部提出議案】
◆予算案　4件
●平成29年度宇都宮市一般会計補正予算
●平成29年度宇都宮市国民健康保険特別会計補正予算
●平成29年度宇都宮市介護保険特別会計補正予算
●平成29年度宇都宮市下水道事業会計補正予算
◆条例案　4件
●宇都宮市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
●宇都宮市都市計画税条例の一部改正
●宇都宮市道路占用料条例等の一部改正
●宇都宮市手数料条例の一部改正
◆その他の事件議決案　10件
●指定管理者の指定（６件）
●宇都宮市街地開発組合の解散に係る協議について
●宇都宮市街地開発組合の解散に伴う財産処分に係る協議について
●議決議案の変更について
●市道路線の認定について
【議員提出議案】
●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について
●自動車安全特別会計の繰り戻しに関する意見書

�＝以上原案通り可決

●国政・地方選挙における供託金制度の見直しを求める意見書の
提出についての陳情� ＝不採択
●（仮称）第2次宇都宮市読書活動推進計画（素案）についてパブリ
ックコメントの実施を求める陳情� ＝不採択

●『星が丘1丁目大谷石畳み道路』の改修に関する陳情�＝継続審査
●平成29年11月2日下野新聞記事参考公職選挙法における市議の
書類送検についての陳情� ＝不採択
●甲状腺癌検査と公園等の除染に関する陳情（甲状腺がん検査の
実施を求める陳情）� ＝不採択
●甲状腺癌検査と公園等の除染に関する陳情（ホットスポット調
査と除染の推進を求める陳情）� ＝不採択

宇都宮市議会海外行政視察研修訪問議員団

公共交通ネットワーク 都市のトータルデザイン 環境市街地開発
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概要説明

環境プログラム
（レンタサイクルの充実）

環境保全対策


